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 Do Replicants Dream of  Zembla? 
―Blade Runner 2049 試論―
 中田　晶子 
 Abstract 
 Blade Runner 2049 is a 2017 American film directed by Denis Villeneuve as 
a sequel to Blade Runner, a monumental neo-noir science fiction film directed by 
Ridley Scott and released 35 years ago.  The original stunned young Villeneuve, 
striking him as a serious piece of  art created by real artists.  Blade Runner 2049 is 
highly regarded by critics for its performances, direction, cinematography, 
music, and visual effects.  Its respect for and faithfulness to the original film is 
obvious; on the other hand, Blade Runner 2049 is characterized by its affinities 
with literature of  non-science fiction and films created outside of  Hollywood.  
Among them, Pale Fire (1962), a novel by Vladimir Nabokov, is the most 
influential literary work to the film.  This paper analyzes Blade Runner 2049 
through Pale Fire and Nabokov’s main literary themes, together with some other 
writers’ literary works.   
 はじめに 
 Blade Runner 2049 （2017 年劇場公開，同年日本公開，邦題『ブレードラン
ナー 2049』，以下 BR 2049）は，Denis Villeneuve の監督により， Ridley Scott 監
督による Blade Runner （1982 年劇場公開，同年日本公開，邦題『ブレードラン
ナー』，以下 BR）1） の続編として製作された。少年時代から Villeneuve は，映
画監督として Scott を尊敬しており，BR の大ファンでもあった。BR は，公
開時に 14 歳であった Villeneuve にとって，B 級映画ではない SF 映画，本物
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の芸術家によって製作され，深い内容を持つ芸術作品としての初めての SF
映画であったという（Mottram 26）。BR の続編は Scott が撮る予定であった
が，充分な時間が取れず，製作総指揮として参加することとなった。BR で
シナリオを担当した二人のうち Hampton Fancher が今回もストーリーとシナ
リオの担当として加わり，前作で主役のブレードランナー Rick Deckard を
演じた Harrison Ford が 30 年後の Deckard を演じるなど，前作を踏襲する条
件も充分に整っていた。Villeneuve によれば，Scott は，監督として完全な自
由を Villeneuve に与えると共に必要な援助は惜しまない姿勢であったという
（Mottram 26）。また，過去 30 年間に BR の世界で起こったことを説明する 3
篇の短篇映画が BR 2049 の劇場公開に先駆けて発表されており2），観客が新
作の世界への移行を容易にできるよう配慮されている。
一方で BR 2049 の世界は BR の世界と大きく異なっている。Villeneuve によ
る続編の主要な特徴としてあげられることの一つが，SF 以外の文学作品と
Hollywood 以外の映画作品への親近性であり，それらの作品からの引用であ
ろう。その中で特に重要な役割を果たしている Pale Fire（1962，以下 PF）を
中心に BR 2049 における Vladimir Nabokov の作品や主題の意味について論じ，
それらを通して観る BR 2049 を考えることが本稿の目的である。
Pale Fire : 1. Paperback
BR 2049 の中に Nabokov の小説 PF が登場することは，よく知られている。
まず，映画のクレジットに “ ‘PALE FIRE’ BY VLADIMIR NABOKOV” と明記
されている。さらに，主人公が職場で受けるメンタルチェックに PF の詩句
が使用されており，その後自宅でくつろぐ場面では PF のペーパーバック版
が登場し，詩句の引用に気づかなかった観客にも Nabokov の名と小説のタ
イトルが示されるからである。
一方，この映画が Nabokov 研究者の関心を引いたかというとそうは言え
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ない。James Joyce の後を追うかのように最近は Nabokov Industry 化の傾向が
見られる Nabokov 研究界であるが，幅広いテーマを扱ってはいるものの，
BR 2049 に対する態度は予想通り冷淡なものであった。同映画の全米公開
は 2017 年 10 月 6 日であったが，The International Vladimir Nabokov Society の
メーリングリスト Nabokv-L には，2017 年 8 月 23 日から 10 月 31 日までの
間に BR 2049 に関して 5 回の投稿があった。最も早いものが PF のトルコ語
版翻訳者による投稿で，同映画のトルコ語字幕担当者から同映画に PF から
の引用があるという情報を得てそれを伝えたものである。しかしリスト上で
この情報をめぐって興味深いやり取りが行われることはついぞなかった。そ
の後映画を観た学生から引用部分を紹介する投稿もあったが，それを受けて
議論が発展することもなかった。もともと Nabokv-L はハイカルチャーやメ
インカルチャー寄りの傾向があり，サブカルチャーからは距離を置いてい
る。Nabokov の作品中最もよく知られた Lolita（1955） に関連してウェブ上に
数百万単位の言及があり，その大多数がポルノグラフィやサブカルチャー系
であるため，警戒せざるを得ないという事情があるのも事実である。しかし
BR 2049 はポルノグラフィとは全く無縁であり，Hollywood の映画としては
信じ難いほどに，一般的なラブシーンもベッドシーンも一切ない。通常の意
味で恋愛し，結ばれる男女は一組も存在しないのである。サブカルチャー色
も BR よりはるかに薄い。その事実をもってしても，依然としてこの映画は，
Nabokv-L にほぼ無視された形である。
それでは，BR 2049 に登場する PF を見てみよう。主人公 K が自宅アパー
トでくつろぐところで，主要登場人物格の女性 Joi がペーパーバック版の
PF を両手に持ち，K に見せる場面がある。二人の間でその小説についてご
く短いやり取りが交わされた後，本はすぐにテーブルに戻されてしまうが，
表紙に著者名とタイトルが大きく記されているため，観客がそれらの情報
を得ることは可能であろう。この本は実在するものであり，1980 年に G. P. 
Putnam’s Sons より Perigee Book として出版されている。同じペーパーバック
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を所有している観客であれば，タイトルを読むまでもなく，一目でわかる
仕掛けである。ただし，このエディションの PF は，現在では知名度の高い
ものではない。PF と G. P. Putnam’s Sons の縁は深く，初版のハードカバーの
版元もこの社である。初版は，Nabokov 研究者が論文に引用するためのオー
ソライズされたテクストとして国際的に定められており，同じ版組が使わ
れている Perigee Book 版も研究用テクストとして使用可能であるが，現在で
は店頭に並ぶことは皆無に等しい。英米のインターネット書店で検索する
とアメリカの Amazon では古書として販売されてはいるが，PF のタイトル
のみの検索では現れず，UK の Amazon には全くない。たまたま筆者自身に
とっては大学院時代に洋書店で購入した愛着のある版であるが，日本国内の
Nabokov 研究者の間でも馴染みがない本のようである。
一般的とはとても言えないこの本が選ばれた理由は，表紙に大きく著者名
とタイトルが記してあることに加えて，表紙のデザインにあると考えられる。
橙色を背景に白い炎を下半分に配したデザインであるが，橙色はこの映画の
多くの部分において基調色となっている。特に強い印象を残すのは，廃墟と
化した Las Vegas 風景や前作 BR の主人公であった Deckard が高齢となって隠
れ住む廃館となったホテルの内外の色彩である。濃密な大気汚染のためであ
ろうが，空中に微粒子が飛んでいるような質感のある，退廃を感じさせる暗
い橙色が使われている。一方，レプリカント3）を製造する Wallace 社の内部に
も橙系の色が使われている。受付の壁は橙色であり，その内部からあふれ出
る強い光は鮮やかな黄色である。Wallace が Deckard と話す部屋には，Andrey 
Tarkovsky の映画 Solaris（1972）の海を連想させる波打つ水と反射する光が見
る者を圧倒するが，そこでも暗い橙色が基調色となっている。Wallace 社の
社屋は文明の最先端に存在することを誇るかのようであり，Las Vegas のよ
うな廃墟とは無縁である。屋内の光，水，空気は見るからに純度が高く，廃
墟の大気に満ちている不純物を全く感じさせないが，Wallace 社はいわば人
工性の極北であり，「人間が存在しない」という意味において廃墟と化した
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Las Vegas ともつながっている。
夕食の場面の前に主人公は職場で，特別な任務を終えた後に課されるメン
タルチェックを受けている。密閉された部屋で実施される検査官の質問と被
検者の回答に使われているのが，PF から引用された詩句である。メンタル
チェックの場面で引用に気づくのは，PF の読者，おそらくは愛読者であろう。
この後に主人公の自宅で PF の本が示される場面には，メンタルチェックの
場面では詩句の引用を見逃した PF 読者に向けてヒントを出す意図も含まれ
ていると考えられる。
Pale Fire : 2. Joi
両手に持った PF の本を K に示す Joi は，主人公の妻か恋人に見えるもの
の，実は K が所有する AI アプリケーションのホログラムである。K 自身
は Nexus9 型のレプリカントであり，彼も Joi も Wallace 社の「製品」である。
帰宅した K は，これも Wallace 社の開発したタンパク質のインスタント食品
を自分で調理するが，Joi は 1960 年代のオールディーズが流れる中，当時の
ミドルクラスの若い主婦の姿で登場し，K のボウルの上に幻の豪華なステー
キディナーの皿を重ねる。この世界では環境破壊と気候変動のため，動植物
はほぼ絶滅しており，牛肉も野菜も入手不可能であるため，ステーキやポテ
トのディナーは現実の世界においても「幻」となっている。
次に Joi は，花柄のギャザースカートにサロンエプロンをつけた 60 年代
風の主婦から肩や背中に大きなカットのある黒いパンツドレス姿に変わり，
サイドテーブルの PF を手に取り，K に語りかける。Joi の手に持たれた本は
瞬時にホログラムと化し，元の本は机に残ったままとなる。
Joi: Would you read to me? It’ll make you feel better.
K: You hate that book.
Joi: I don’t wanna read either.
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このやり取りを素直に受け取るなら，Joi は PF が好みではないが，K の気分
が落ち着くように朗読をねだっていることになる。K に読む気がないとわか
ると自分も読みたくないと言い，本を放り出す。即座に銀色のスパンコール
が一面についたミニドレスと銀色のショートボブのウィッグをつけた姿に変
わり（間で迷ったかのように赤いロングドレス姿が一瞬映る），「踊ろう」と
手を差し出して K を誘う。K が（実際には何の記念日でもないが）「二人の
記念日のプレゼント」として携帯用ホログラム投影機である Emanator を取
り出すと，Joi は感激し，初めて屋外に出る体験をすることになる。この先，
PF の本も本についての会話も二人の間で登場する機会はない。
なぜ Joi は PF が嫌いなのであろうか。AI アプリケーションとして，Joi は
所有者であるKの好みを学習し，その嗜好に合わせるのが原則のようである。
そうであれば K が読むと落ち着くという PF を Joi が「本心では」（という可
能性があるとしてだが）嫌っているのは何故であろうか。
PF は，序文，詩篇，註釈，索引の 4 部分から成る小説である。315 頁も
あるため，すべてを一気に朗読することは不可能である。K が Joi に読んで
聞かせた可能性が最も高いのは，詩篇であろう。999 行から成る長詩である
が，四つの篇
キャントー
に分かれており，1 篇のみを読むこともさらにその一部を読む
ことも不自然ではない。後述するように，K が仕事で関わる部分が詩篇の一
部である上，詩篇の冒頭部分が Joi にもこの映画全体にも関わりを持ってい
るからである。
CANTO ONE
I was the shadow of  the waxwing slain
By the false azure in the windowpane; 
I was the smudge of  ashen fluff―and I
Lived on, flew on, in the reflected sky.  (ll. 1―4; p. 33)
高度な感受性と共感性をプログラムされている Joi にとって，青空を映した
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窓ガラスを空と思い込み，ガラスに激突して死ぬ小鳥の死は，それだけでも
残酷で耐え難いものであろう。衝突時にわずかな羽毛をガラスに残し，死ん
だ後も影となって窓ガラスに映った贋の青空を飛び続ける連雀は，後にデー
タを消されて消滅してしまう Joi の突然の「死」をも連想させる。一方で Joi
の存在自体が，連雀（＝ K）に青空（＝実体のある女性）との区別を失わせ
る窓ガラスのようなものであるとも言える。そのように考えれば，Joi が PF
を嫌うのも無理はないし，この詩句から自己につながるイメージを読み解く
Joi の読解力の高さに感心もする。
PF についての短いやり取りの後で Joi はエマネータのお蔭で初めて部屋の
外に出る体験をする。子供のように全身で雨を感じ，感動と感謝を K に伝
えようとする。Joi の可憐さが際立つ場面であるが，そこで K にヴォイスメッ
セージがはいり，K がエマネータを一時停止すると Joi は雨の中に一人哀れ
にも滑稽な姿で立ち続けることになる。
後に Joi は，街娼をしている快楽用レプリカントの Mariette を雇い，彼
女とシンクロナイズすることによって，その肉体を通して K と交わること
を試みる。K と心が通じ合ってはいるが実体を持たないホログラムの Joi
と，K と同じレプリカントではあるが，K に求められているわけではない
Mariette が重なり，かつ常にわずかにずれながら K の前に存在する。愛する
者に触れ得ない悲痛さと拭い切れないわずかな不気味さが交じり合い，かつ
美しさを失わずにある見事な場面である。ここにも PF の贋の青空のイメー
ジを見ることが可能であろう。
さらに先の引用に続く部分にも関連を見出すことができる。
And from the inside, too, I’d duplicate
Myself, my lamp, an apple on a plate: 
Uncurtaining the night, I’d let dark glass
Hang all the furniture above the grass, (ll. 5―8; p. 33)
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冒頭では青空を映した窓ガラスの外側に連雀が飛び込んだが，この部分では，
夜，暗い窓ガラスに，家の中から見ている詩人自身と部屋の内側と外側の両
方が映り，外の芝生の上にすべての家具が置いてあるように見えると語られ
る。詩人の視点に，Mariette とシンクロナイズしつつ K を見つめる Joi のそ
れを重ねることができるであろう。
Pale Fire : 3. K
K のフルネームは KD6―3.7，Nexus9 型レプリカントの製造番号である。
Los Angeles 警察（以下，LAPD）では Officer K として旧型のレプリカントを
殺害すること―retire （解任する）と呼ばれる―が仕事である。K がそうであ
るように，Nexus9 型は人間に従順であるが，一つ前のモデルである Nexus8
型は反抗的であり，人間社会にとって危険な存在であるとされている。BR
でブレードランナーであった Deckard がレプリカントである可能性について
は，1992 年に公開された Director’s Cut 版において暗示する場面が導入され
て以来盛んに議論がなされて来たが，公開された 5 種類のヴァージョンの中
で Deckard が人間であることに明確に疑義がはさまれることはなく，表向き
は人間の扱いを受けている。
Deckard は人間として通っていたため，「危険な反抗分子」であるレプリカ
ントを残虐に殺害しても―逃げるレプリカントの女性を背後から銃で撃ち
殺すことまでしている―周囲の人間やレプリカントから公に非難を受ける
ことはなかった。K の場合は自身レプリカントでありながら，旧型レプリカ
ントを殺害する仕事についているため，人間から差別を受けるだけではなく，
他のレプリカントからも疎外されている。Nexus8 型は同 9 型に劣らず高い
能力を付与されているため，K の業務は命がけの危険な仕事でもある。レプ
リカントを「解任」した後，K は職場で Baseline という名称のメンタルチェッ
クを受けることになっている。被検者は閉ざされた白い小部屋に座り，カメ
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ラを見ながら，別室にいる姿の見えない検査官からの質問に答えるという形
式である。質問と回答は予め決められているらしく，回答は質問で使用され
た語句の一部を即座に繰り返す形式である。この Baseline は 8 分ほどかかる
ものであるが，その一部に PF の第 3 篇の詩句が引用されている。
I can’t tell you how
I knew―but I did know that I had crossed
The border.  Everything I loved was lost
But no aorta could report regret.
A sun of  rubber was convulsed and set; 
And blood-black nothingness began to spin
A system of  cells interlinked within
Cells interlinked within cells interlinked
Within one stem.  And dreadfully distinct
Against the dark, a tall white fountain played.  (ll. 698―707, p. 59)
この連は，詩篇 PF の作者である詩人 John Shade が心臓発作で倒れ，意識を
失う前に見た幻想を描写した部分である。
レプリカント「解任」の業務を終えて LAPD に戻った K が Baseline を受け
るため廊下を歩いて検査室に向かう画面に重ねてヴォイスオーヴァーで検査
の初めの部分が聞こえる。検査官の指示に従って K がこの連の後半 5 行を
暗唱し，続いて下のように，この連に出てくる表現を用いた質問がされ，検
査官の言葉を繰り返す形で K が答えてゆく。
Interviewer (Offscreen, O.S.): Cells.
K: Cells.
Interviewer (O.S.): Have you ever been in an institution? 
　Cells.
K: Cells.
Interviewer (O.S.): Do they keep you in a cell? Cells.
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K: Cells.
Interviewer (O.S.): When you are not performing your duties do they keep you in a little 
　box? Cells.
K: Cells.
Interviewer (O.S.): Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): What’s it like to hold the hand of  someone you love? 
　Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Did they teach you how to feel, finger to finger? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Do you long for having your heart interlinked? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Do you dream about being interlinked? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): What’s it like to hold your child in your arms? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Do you feel like there is a part of  you that is missing? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Within cells interlinked.
K: Within cells interlinked.
Interviewer (O.S.): Why don’t you say that three times? Within cells
　interlinked.
K: Within cells interlinked.  Within cells interlinked.  Within cells interlinked.
検査官は質問の後に K が答えるべき言葉を言い，K が間髪を入れずそれを
繰り返す。今回の検査も，彼の場合常であるらしいが，無事に終了し，K は
レプリカントを「解任」したことに対するボーナスをもらって帰宅する。「PF
を朗読すると K が落ち着く」と Joi が言っていたように，真面目な K は，こ
の検査に備えて自宅で準備をしているのかもしれない。この段階では観客に
わからないことであるが，ここでの検査官の質問には，K のこれまでの人生
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や移植された記憶，さらに K がこれから体験する事柄への暗示的言及が含
まれている。Baseline の目的は，K が LAPD の組織の一部であり，その組織
が維持しようと努める社会秩序への忠誠を誓わせることにあるらしい。
この場面に関しては，K を演じている Ryan Gosling がシナリオにも深く関
与していた。オリジナルのシナリオでは，Baseline はもっと短いものであっ
たが，Gosling がベースラインの質疑応答を自分で書き足し，長いヴァージョ
ンを作成した。撮影は両方のヴァージョンについて行い，編集時に長い方を
残すこととなったという（Lapointe 114）。さらに Gosling は，この部分を演
じるために特別にヴォイストレーナーについて訓練を受けたことも語って
いる。その結果，K の精神状態を理解することができ，K が一種のトランス
状態で言葉を繰り返す印象を与えることに成功したという（Lapointe 117）。
Gosling がこの場面に特別に深く関わった結果は成功と言えるだろうが，反
面 PF の詩句の意味からはやや遠ざかり，その分 K の世界と深く関わること
となっている。
初めの Baseline のやり取りには登場しない，当該連の最後の 2 行 “And 
dreadfully distinct/Against the dark, a tall white fountain played” の一部が，K が次
に受ける Baseline の検査で用いられる。その後半の部分を引用する。
Interviewer (O.S.)：Dreadfully.
K：Dreadfully.
Interviewer (O.S.)：What’s it like to be filled with dread? 
　Dreadfully.
K：Dreadfully.
Interviewer (O.S.)：Do you like being separated from other people? Distinct.
K：Distinct.
Interviewer (O.S.)：Dreadfully distinct.
K：Dreadfully distinct.
Interviewer (O.S.)：Dark.
K：Dark.
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前回の Baseline の検査では，一種のトランス状態に陥ったかのように，間髪
を入れずに完璧に検査官の言葉に続いて言うべき言葉を正確に返していた K
であるが，今回は検査に抵抗するかのように，検査官の言葉からわずかに間
を置きつつ熱意なく答えている。検査の結果は「不可」となり，後日の再検
査の対象となる。
今回一部が Baseline に使用された連の最後の 2 行は，これから K に起こ
ることを暗示していると思われる。触れられなかった “Against the dark, a tall 
white fountain played” は，先述のように，心臓発作を起こした Shade が意識を
失う前に見た風景であったが，この発作から回復した後，Shade は自分が臨
死体験として見た「高くそびえる白い噴水」と同じものが，臨死状態にあっ
た別の人物により目撃された例を知る。一人娘が若くして自死したことから，
死後の世界の存在に興味を持っている Shade は，噴水のヴィジョンが死後の
世界の存在を証明することを期待して調査を進める。ところが，その人物の
臨死体験で目撃されたのは噴水ではなく「高くそびえる白い山（mountain）」
であったことが判明する4）。その件を報告した雑誌記事に誤植があったのだ。
同様に，K は命じられた捜査を進める中で，自分が製造されたレプリカント
ではなく，レプリカントの母から生まれた特別な存在であることを状況証拠
から発見したと信ずるが，後にそれは誤りであり，真に特別な存在であるレ
プリカントのために自分が利用されていたことを知ることになる。
検査の後で最終的に LAPD を去ることを決め，捜査に向かう K と Joi が
Spinner（BR から引き継いだ飛行する自動車）で飛んで行くと，夜空を背景
にして城壁かダムかと思われる巨大な建造物が現れ，ナイアガラ級の規模の
滝のように大量の水が流れ落ちる。海面が上昇しているため，LA の周囲に
作られた防壁とのことである（Lapointe 202―203）。闇の中で水は白く波立つ
部分のある灰色に見えるが，あたかも PF の詩篇第 3 篇に登場した「白い噴水」
と「白い山」が誰かの夢の中で合体したもののように見える。深読みをすれ
ば，Baseline が支配する，抑圧的ではあっても安定した世界を離れて自由に
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行動を始めた K には，信じた「重要な事実」に裏切られる Shade と同様の
体験が待っていることを暗示する場面であるかもしれない。
K’s real name
K が自分を特別な存在であるかもしれないと考え始めた時，Joi は製造番
号から取った呼び名である K の代わりに Joe という名前を提案する。
Joi :  I always told you.  You’re special.  Born, not made.  Hidden with care.  A real boy 
now.
 　You’re special.  Now a real boy.  A real boy needs a real name.  Joe.
K: Joe? 
Joi : You’re too important for “K.” A real boy needs a real name.  Your mother would 
have named you.  Joe.
常に K を喜ばせることに心を配る Joi であるが，この場面での彼女はいつも
に増して優しく，孤児院で育った子供の記憶が移植されている K にとって
記憶の中にすら存在しない本当の母親であるかのようである。Joe という名
前が選ばれた理由をめぐる問題については次に述べるが，この場面での Joi
の言葉はいかにも愛情から出ているように聞こえ，説得力を持っている。K
も Joe の名を受け入れ，以後 Joi は K を Joe と呼ぶことになる。Joe は Joi と
最後の 1 字のみが違い，ペアになり得る名前であることも，Joi の選択の理
由になったかもしれない。
この映画に登場するレプリカントを初めとして Wallace 社の「製品」の名
前は，人間の名前や普通名詞のスペルを変えたものが多い。Joi は所有者に
joy を与えることからの命名であろうし，Wallace 社で社長の片腕として働く
レプリカント Luv の名前は，love の発音綴りとしてくだけた場合に日常的に
使われる単語である。レプリカントの母から生まれた特別な存在であるレプ
リカントの名前は，Anna から n を一つ省いた Ana である。それらの名前は
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「名前のレプリカント」と言えようが，Joe は正統的な人間の名前であり，歴
史を持っている。
Joe という名前の持つ歴史的物語が K の誤解に基づいた確信を強めること
となる。K が母と信じた女性レプリカントの名が Rachael であり，旧約聖書
に登場するラケルに源を持つ英語名であるからだ。K のいない場面である
が，レプリカントの生殖を目指して果たせない Wallace が「創世記」を引用
する―“And God remembered Rachael.  And heeded her.  And opened her womb”5） 
（Genesis 30: 22）。ラケルはヤコブの 2 番目の妻となったが子供に恵まれず，
ようやく生まれたのがヨセフであった。ヨセフは英語では Joseph であり，
愛称は Joe である。ヘブライ語のヨセフの持つ意味は，「増加，（家族に）加
わった者」である（Cresswell 135）。父に愛されたヨセフは異母兄達の嫉妬を
買い，エジプトに奴隷として売られるが，そこで宰相にまで出世し，兄達を
赦し，父と再会する。Joe と呼ばれる K が Rachael の子供であったとしたら，
彼の存在は，まさにレプリカントの「創世記」にふさわしい物語となるだろ
う。しかしそれは K の願望で終わってしまう。父と信じた Deckard から妻
の名を聞いて間もなく，K はレプリカントの革命を計画しているグループの
リーダーから，Rachael の子供が女児であったことを知らされるからである。
K に与えられるはずだった「本当の名前」が Joe であるとすると，自然な
連想として Franz Kafka の『審判』（Der Parozess 1925）の主人公 Joseph K が浮
かんでくるし，それと共に『城』（Das Schloss 1926）の主人公「永遠の測量士 K」
も当然浮上してくる。未完のまま遺稿となったためもあろうが，『城』の K
が「城」の真髄にたどり着くことができないのに対し，Joe となった K は真
相にたどり着く。しかしそれは彼の期待をことごとく裏切るものである。自
身はレプリカントの母から生まれた特別な存在ではなく，探し当てた父であ
るはずの Deckard は何の関わりもない他人であり，秘かに大切にしてきた木
製の馬をめぐる記憶も違法に移植された他人の記憶であった。彼はレプリカ
ントの奇跡である Ana のために利用された存在だったが，死闘の末 Deckard
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を救出して娘である Ana のもとに導き，最後には傷を負って雪の中でおそ
らく死につつある。しかし観客は，その死が，理由もわからないまま逮捕さ
れ，最後には犬のように殺されるもう一人の Joseph K の死と同じであると
は感じない。K の場合には，捜査により，自分が知らずに巻き込まれていた
事件の真相を知り，自己の選択において行動した，その結果だからである。
LAPD は社会の秩序を維持するために事件に関わるすべてを消すことを，レ
プリカント革命を望むグループは邪魔立てするであろう Deckard を抹殺する
ことを，Wallace は Deckard を拉致して拷問により子供の情報を得ることを，
それぞれに望んでいた。K は大義によらず，「血のつながった親子の再会」
という極めて個人的な，また世界で初めてレプリカントにとって可能となっ
た目的のために行動したのである。
Nabokov に戻れば，K の名前を持つ登場人物として短篇 “Solus Rex”（1940）
の主人公があげられる。この作品は，“Ultima Thule”（1942）と共に長篇 PF
の章となることを目的に書かれたものである。その後予定が変わり，実際に
はどちらも PF には含まれていないが，PF とつながる点は多い。前者は，王
となった主人公が青年時代に王位継承者であった従兄との関わりを回想する
内容であり，後者は，妻を亡くした夫による死後の生の探究をテーマとして
いる。“Solus Rex” と BR 2049 との間には特に明確な関係はないと思われるが，
強いてあげれば，“Solus Rex” の主人公は王位継承者でも王位を狙っていたわ
けでもなく，予想外の成り行きで王になっており，事件に巻き込まれること
で自身がそれまでと違う存在となって行く K とはその点が近いと言える。
PF における K といえば，序文，註釈，索引の筆者であり，Shade の隣人
で大学の同僚である Charles Kinbote のイニシャルである。彼は文学の教授で
あるが，自身を遠い北国 Zembla から亡命中の王 Charles II 世と信じている狂
人である。急死した時に Shade が持っていた PF の草稿を持ち去り，230 頁
にわたる註釈によって詩篇を自身の Zembla での生活と退位後の逃亡と亡命
生活を描いた作品に変えることを試みる。Kinbote の正体は V. Botkin という
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ロシア人亡命者であるらしく，索引には第 4 歌の 894 行目に比喩として登
場する “King” の註として “American scholar of  Russian descent”（306）と記載
されている。Kinbote の狂った註釈はその著者の狂気同様に壮大なものであ
るが，彼が自己の喪失感を埋めるために註釈によって独自の世界を構築しな
ければならない，ということだけは切実に読者に伝わって来る。自身亡命者
であった Nabokov の作品はすべてが喪失と喪失からの回復をテーマとして
いると言っても過言ではないが，その中でも Kinbote の喪失感とその補償を
求める歪んだ意志の強度は目立っている。
Kinbote に比較すれば，自らが奇跡であることを願った K の思いは正当で
地味である。人間を上回る知性と身体能力と繊細な心を持ちながら，生涯人
間の奴隷として自分と同じレプリカントを殺害する運命にある K は，あら
かじめ人間によって多くのものを奪われており，Kinbote のように他者から
の簒奪を試みたとしても許されるとすら感じられるが，K は自己の欲望のた
めに一方的に他者を傷つけたり他者から簒奪したりすることがない。レプリ
カント革命組織に属している Mariette が言う “More human than humans” のモッ
トーは，K においてこそ既に実現されていると言えるだろう。
最後にもう一人の K をあげたい。BR の原作となった小説 Do Androids Dream 
of  an Electric Sheep? （1968）の原作者 Philip K. Dick のミドルネーム K である。
この K は Kindred のイニシャルであるが，Kindred は，姓としては 11 世紀の
ノルマン征服時代に遡る歴史があり，「勇者の代表会議」（bold council） の意
味を持ち，名の場合には，普通名詞の意味の「同じ種類」（similar in kind）で
あるという（House of  Names.com）。BR 2049 の K には BR の原作へのオマージュ
として Dick のミドルネームも含まれているであろうことは容易に想像がつ
くが，図らずもその名前の持つ意味までがアイデンティティに関わるもので
あり，二つの映画につながりを持っていたことになる。
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I know what’s real
拉致されて来た Deckard に向かい，Wallace はラケルについて「創世記」を
引用する。続いて死んだはずの Rachael の声が聞こえ，BR において初対面
の Deckard と Rachael の間で交わされた会話が続く。その場面での Rachael
の姿が暗闇に浮かびあがり，Deckard は涙を流すが，“I know what‘s real.” と
言って抵抗する。Wallace が “Don’t be afraid.” と Deckard に告げると，実体を
持つ Rachael が Deckard に歩み寄る。“Did you miss me?” と言って，Rachael は
Deckard の顔に手を触れる。Deckard がその手をはずすと “Don’t you love me?” 
と悲しげな顔で尋ねる。Deckard は “Her eyes were green.” と言って Rachael か
ら歩み去る。この場面のために，実写と CG を組み合わせて 1 年がかりで
BR の Rachael を再現したというが（Rougeau），確かにこの場面の Rachael は
BR のヒロインと区別がつかない。拒絶することは Deckard にとって大変な
試練であったろうが，本物の Rachael の眼が緑色であったと主張して，再現
された Rachael を贋物であると断定するのは不可解に思える。Rachael の眼は
茶色であり，現れた Rachael においても正しく再現されているからである。
BR において Rachael の眼が緑色に見えたのは，人間かレプリカントかを判断
するための Voigt-Kampff  Test を受けている時だけであった。テスト装置の
スクリーンに映った被検者の眼が緑色に見えるためである。Rachael の場合，
その緑色の眼を見たのは，検査官を務めた Deckard だけである。緑色の眼の
Rachael とは，世界でただ一人 Deckard だけが見ることができた Rachael を意
味しているのであろう。その検査により Rachael は世界に唯一無二の人間で
はなく，「特別製」ではあっても，製造されたレプリカントであることが明
らかになったのではあるが。
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You look like a good joe
細やかに K を気遣いつつ，必要と思えば大胆な行動も辞さない Joi は，K
を愛する理想的なパートナーと見えるが，実のところその言動のどこまでが
設定されたプログラムに沿ったものかは不明である。Joi が夕食の皿を運ん
で来てから K が「記念日のプレゼント」の話をするまでの短い間に，Joi は
目まぐるしく話題を変えると共に服装や髪形を変えてみせる。初めは若い女
性の気まぐれと見えるが，次第に K を喜ばせようとする必死の行為に見え
てくる。
他方，Joi を愛しく思いつつも K の側では Joi の言動がプログラムそのも
のであることを常に気にしていることがわかってくる。初めての雨を体験し
た Joi が K に近づきやや改まった態度で “I’m so happy when I’m with you.” と言
うが，K は照れからではなく真面目に “You don’t have to say that.” と言う。Joi
の言葉は真情を告げていると聞こえるが，おそらくアプリケーションの購入
者に対して頻繁に告げるように設定されている言葉であり，K にとっては聞
くことを望まない言葉なのであろう。
可憐で献身的な Joi の言動のどこまでがプログラムによるものなのか。映
画の後半で K が LAPD と Wallace 社の両方から追われる身となると，Joi は
自宅のアプリケーションに残ったデータから所在を発見されることがないよ
う，データ消失―Joi にとっての死―の危険を覚悟の上で，エマネータに自
分のデータをすべて移し，K と共に行くことを選択する。このような決断は，
Mariette とのシンクロナイゼーション同様に，K との生活での経験を積むこ
とによりデフォルト段階から進化した Joi 独自の判断に基づいた自己犠牲的
行動と見える。しかし女性レプリカントとシンクロナイズした上で所有者と
性的な行為を行うことは，必ずしも Joi の独創ではなく，ホログラム商品の
“Joi” にとって必要度の高いプログラムであるのかもしれない。K を追って
来た Wallace の部下 Luv にエマネータを破壊される寸前（しかも Luv は憎々
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しげに “I do hope you’re satisfied with our products.” と言ってエマネータを踏み
つける），Joi は K に走り寄り “I love you! ” と叫ぶ。哀切限りない場面であるが，
この Joi の行為も “Joi” の所有者がエマネータを処分あるいは破壊しようとす
る場合の緊急対応行動としてプログラムされている可能性も否定はできない
のである。K はこの種の疑いを言葉や態度に出すことはないが，おそらく常
に疑いに苦しめられている筈である。
この映画において初めて Joi が姿を現す前に，帰宅した K との会話を観客
は聞く。今日は何をしていたかという K の質問に，Joi は軽い苛立ちが感じ
られる声で “I’m getting cabin fever.” と答える。日本語字幕は「閉じこもって
たの」であるが，cabin fever は閉所熱（長期にわたる孤立した閉所での生活
に起因する過敏症や情緒不安定症）であり，家の中にしかいられない―実
際には K の在宅時に天井にセットしたプロジェクタから届く範囲にしか出
現できない―ため軽度の精神的障害が起きていることを示している。おそ
らくこの不満はこれまでも二人の間で話題となっており，K がこの日レプリ
カント「解任」の報酬として受け取ったボーナスによるエマネータ購入につ
ながったのであろう。愛する K といつも一緒にいたいという Joi の願望なの
か，所有者にさらにエマネータ購入をうながすためのプログラムによる発言
なのか，これも判断は難しい。
Joi を失った後で K は街路に 30 ～ 40 メートルの高さでそびえたつ巨大な
ホログラム広告の “Joi” に話しかけられる。BR で描かれた LA は，酸性雨が
絶え間なく降り，人口密度の高い，猥雑で活気ある多文化のディストピア
であるが，BR 2049 の LA は雪と氷の都市となり，30 年前とは異なって，人
は群れていても静かな暗い街路に高層建築物の高さのホログラム広告の女性
達が現れているのが印象的である。LA が寒冷地になっていることも PF の
Zembla 幻想との類縁性を感じさせる要素である。さらに “SOVIET HAPPY”
という商品名の，白いチュチュを着たバレリーナのホログラムが踊っている
のも見える。PF の現実世界同様にこの世界ではまだソ連が続いているのか
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もしれない。
K に話しかけた “Joi” は濃いピンク色の裸身に青い髪の蠱惑的なタイプで
あり，Joi のパーソナリティとは異なるが，彼女が話しかける言葉が奇妙に
過去に聞いた Joi の発話と重なるのである。夕食の席で Joi は K を気遣うよ
うに見つめて “Was a day? ” と尋ね，K は重々しく “It was a day.” と答えていた
が，“Joi” は，“Hello, Handsome.  What a day?” と K に話しかける。また，“Joi”
の “You look lonely.  I can fix that.” は，仕事でシャツを破いてしまったと話す
K に対して Joi の声が言った “I’m sure I can fix that for you.  Let me take a look at 
it.” を思い出させる。広告の “Joi” は誘惑的であり，アパートの Joi は甲斐々々
しく働く若い主婦という違いはあるが，発話の表現と内容に重なりがある。
“Joi” は最後に “You look like a good Joe.” と愛らしく言う。ホログラムにネ
オンサイン風の “Everything you want to hear/see” の文字が浮かび上がる。Joi
が K を Joe と名付けたのであったが，普通名詞の joe は，ここで “Joi” が使っ
ているように男性を意味するスラングでもあり，Joi が言っていた「特別な
存在である K にふさわしい名前であり，母親が生きていたらつけたはずの
名前」の対極にある。確かに K が Rachael の息子であったなら，Joe（Joseph）
という名前は完璧に聖書のエピソードに当てはまるのだが，Joi は単に初め
からプログラムされていた単語で馴染んでいたために Joe を選んだに過ぎな
いのではないか6）。K は，Joi の「生前」に感じ続けていた疑いをその「死後」
に再び深刻に突きつけられる。
“Joi” の顔立ちは Joi に似ているところがあるものの，はるかに単純でコミッ
ク的である。Joi のように複雑な感情を持っていないことが明らかであり，K
が失った Joi と広告の “Joi” の間にある違いの大きさを改めて感じさせる。た
とえ K が再び新品の製品 “Joi” を購入しても，一緒に暮らしたあの Joi を甦
らせることはできないと観客に確信させる場面にもなっている。Joi は，愛
情と気遣いに満ちた K との生活の中で過ごした結果，“Joi” の初期設定をは
るかに超えて豊かな愛情や気遣いのレベルに達している。Joi は，人間が乳
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幼児時代に周囲の人間から愛情や気遣いを与えられて，それらを学習するか
らこそ自らも他者に愛情や気遣いを持てるようになるという Ashley Montagu
の論を支える一例と見える （Montagu 463）。ジョイの個々の言動がプログラ
ムによるものかあるいは自発的なものかを知ることは困難であるが，高度な
学習能力を与えられ，人間やレプリカントをモデルに彼らとの関わりの中で
愛情や気遣いを学んで行く AI と人間やレプリカントとの差異は非常に小さ
なものになるはずである。人間の場合にしても成長過程で学んだ態度や表現
を自らのものとして人間関係の中で示していることが多いのであり，常に独
創的な態度や表現を示すわけではない。
この場面は Rachael を再現したレプリカントを拒否する Deckard の場面と
対をなすものでもある。K は “Joi” に対する拒絶は示さないが，Deckard を殺
害するようにとレプリカント革命グループのリーダーに渡された銃を見つ
め，その場から Deckard 救出に向かうのである。
Without a soul
BR に登場する Nexus6 型レプリカントのヒーローである Roy Batty は，絶
体絶命の状況で自分に向かって唾を吐きかけた Deckard を―命乞いをする
代わりに敵に唾を吐いたからこそ―助けた後，寿命が尽きる。4 年間とい
う短い期間に設定された生であったが，延命をめざして少数の仲間と共に命
がけで地球に赴き，知力体力の限りを尽くして闘い，敵の命を救い，従容と
して死ぬ姿は，加藤幹郎が称賛するとおり輝かしいものであり，「『運命の罠』
（自己実現こそが人生を生きるに値するものにするという誘惑の言葉）に『打
ち勝っている』」（加藤 166）。BR 2049 には，Batty のようなあらゆる意味での「超
人」は登場しない。K は運命に翻弄されたあげく，自分とは無関係の父子を
再会させるため死闘の果てに死につつある。ブレードランナーであるため，
レプリカントの友人も仲間もおらず，子供時代の記憶も違法に移植された他
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人の記憶であったことが判明しており，彼を支えるものとはならない。かつ
ては忠実に仕えていた上司からも，革命のために Deckard 抹殺を望むレプリ
カントのグループからも，離れた。唯一心を許した女性は AI アプリケーショ
ンのホログラムであったが，データはすべて失われた。彼自身には何も残っ
ていない。
しかし雪の降る中で階段に倒れている K からは，虚無や絶望ではなく満
足感に近いものが伝わってくる。これまでに彼が「解任」したのはレプリカ
ントのみであり，「魂（soul）のあるもの」を抹殺しなかったことが理由の
一つであろう。上司の Joshi から Rachael の出産したレプリカントの抹殺を命
じられた K は，魂の存在を考えてためらう。彼にとっては，「生まれること
は魂を持つこと（To be born is to have a soul）」であるが，Joshi は問題にしな
い。人間である Joshi には，レプリカントの魂の問題よりも世界の秩序を保
つことの方がはるかに重要である。従順な部下であった K が Joshi の命令に
ためらいを示すのはそれが初めてである。製造されたレプリカントに魂は
なく，母親から生まれた人間にのみ魂が宿るというキリスト教的な人間観が
この世界にまだ根強く残っていることを観客は知る。思慮深く優しい K は，
人間と同じように魂を持っているように見えるが，彼にあるのは知性（mind）
と心（heart）であり，永遠の魂ではない。K のためらいに対して Joshi は，
魂の有無は関係がないと言い，「あなたは魂がなくてもちゃんとやっている
（You’re getting on fine without one［a soul］）」と励ます。その後の捜査で，自
分がレプリカントの母から誕生した，つまり魂を持つ存在であると考えるに
至った K は，初めて人間の命令に背き，自分の望む方向に動き出す。
ここには Hans Christian Andersen の「人魚姫」（Den lille havfrue 1837）の木霊
が聞こえる。19 世紀のヨーロッパであれば当然の前提であろうが，キリス
ト教の伝統において人間とそれ以外の生物を決定的に区別するものは，永遠
の魂の有無である。人魚姫が望んだことは，王子に愛され，結ばれることの
みではなく，神に誓って王子と結婚することによって，人間と同じ永遠の魂
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を授かることでもあった。そのために人魚姫は，300 年にわたる人魚の寿命，
人魚の身体，言葉と声，家族，海底の宮殿での幸福な生活をすべて捨てたの
である。
And how delightful when a fall of snow 
Covered my glimpse of lawn . . . （PF Canto I）
Deckard を娘 Ana の働く Memory Lab に送り届けた K は，降る雪を手に受
けて眺める。雪は LA でも日常のものとなっており，珍しくはない。エマ
ネータにより初めて屋外に出，手にあたる雨に驚き喜んだ Joi を思い起こし
ているかと思われる動作である。最後は力尽きたように建物の入口に通じる
階段に横たわり，空から降りかかる雪片を眺める。一方，研究所で Deckard
が Ana の部屋にはいった時，Ana はガラス仕切りの内部で，円筒形のスノー
ボールのように雪を舞わせた中に立っている。おそらく現実の雪には触れた
ことがない Ana が創り出した雪の映像である。雪を媒介にして屋外の K と
Ana の間に，不完全ではあるが，シンクロナイゼーションが起きているかの
ように感じられる場面である。「双子として Rachael から生まれた」という作
られた話のとおりに Ana と K が双子のきょうだいになったかのようでもあ
り，Ana が K の存在を受け継ぐかのようでもある。Kinbote の註釈は狂気の
人間の妄想であり犯罪行為ですらあるが，その註釈に読者が現実を超えたリ
アリティを感じるように，Ana の雪は，偽りの見せかけの雪ではあるが，同
時に現実の雪を超えた真の雪であると観客は感じる。
レプリカントの精神安定のために移植する記憶の製作では天才と呼ばれる
Ana であるが，免疫異常のためガラス張りの部屋の中で 8 歳から一人で暮ら
している。Ana の創りだすイメージは，自分の体験を元にしているのではな
く，体験したかったがかなわなかったことを描いているのであり，自分の記
憶にではなく，憧憬や夢想に基づいて創作されている。だからこそ，それら
は微細な部分に至るまで驚くほどにリアルであり，痛切に感じられる感情を
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伴っている。
K が本物の記憶として大切にしていた木製の馬の玩具にまつわる記憶は，
実は Ana 自身の記憶が違法に移植されたものであった（本物の記憶を移植
することは禁じられている）。既に動植物がほとんど絶滅した時代に貴重な
木でできた馬の玩具を他の子供達から隠し，袋叩きにされても秘密を守り抜
いたという記憶である。Deckard を守り抜き奇跡的な存在である Ana のとこ
ろへ導いた K の行為は，その記憶を大人として現実に生きたことになるだ
ろう。
雪のイメージを消して Ana は Deckard のいる方へ歩いて来る。Deckard は
我知らず仕切りのガラスに手を置いて Ana を見つめる。Ana が Deckard を
父親であると気づいたかどうかはっきりしないまま，突然の幕切れとなる。
Deckard が父と名乗ってもこの父子はガラス越しの対面しかできない。それ
でもこの場面の Ana は，「取り戻された子供」として，旧約聖書のラケルの
息子ヨセフの物語を K の代わりに成就させる。画面を断ち切るようなエン
ディングは，BR の最後で逃亡する Deckard と Rachael がエレベータに乗りド
アが閉まりかけるエンディングを模しているのであろう。この父子にも逃亡
の可能性を匂わせて映画は終わる。
終わりに―a hundred-layer layer cake
Scott が BR 製作で行ったことは，小説に対する Nabokov の態度に近い部分
がある。一例として「源」のネオンサインについて述べたい。Deckard が LA
の繁華街でうどんを食べる場面で背後に「源」の文字をデザインしたネオン
サインが見える。「お手持ちの烏口」や「基礎の充実の上に」といった，日
本人観客を大いに楽しませるが日本語の広告としては意味不明なネオンサイ
ンが見える場面に出てくるものである。デザインを担当した Tom Southwell
は，「源」が origin の意味であると聞き，それがこの映画のテーマそのもの
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―我々は何者か，どこから来たのか―であることが気に入ったため，目
立つように画面に入れたとインタビューで語っている (Dangerous Days: Making 
Blade Runner)。実際には，水色のネオンサインは確かに見えるが，「源」の
文字にデザインが施されている上，画面ではその一部が隠れており，日本人
の観客にとってさえ「源」と読むことが難しいものになっている。Scott も「源」
のネオンサインは気に入っていた。もちろん英語圏の観客に理解してもらお
うと考えていたわけではなく，ネオンのデザインの美しさに眩惑されれば良
いと考えていたそうである (Ibid)。デザイン化された元の文字には映画のテー
マに関わる重要な意味が隠されているが，製作の側にいた一部の人々を除い
て，その映画を観る者にはまず伝わらない。筆者もメイキングビデオを観る
まで「源」の文字に気づいていなかった。しかし彼らはそれで良いと考えて
いる。
このエピソードは Nabokov 読者には興味深いものであろう。重要な意味
を持つものを作品の中に潜ませるその仕方が Nabokov の手法に似ている面
を持っているからである。Nabokov 作品においては，作品の全体像を把握し
た段階でなければ気づかれることのない，隠された要素が，短篇にさえも必
ずある。しかも複数回読み返すことによってのみ見えてくるものが多い。理
想的な Nabokov 読者であるためには，ロシア語，チェスプロブレム，鱗翅
類学等の知識までもが要求され，極めてハードルが高い。すべての細部を完
璧に理解できるのは，作家本人のみであろう。しかしそれで良いと彼は考え
ていたはずである。実際には気づいていない部分が多くとも，多数の層を持
つ Nabokov の作品は，それぞれの読者なりに楽しめるようにできているか
らである。Scott もおそらく同じように考えていたのであろう。Scott は，映
画の細部を積み上げて行く過程について “To me, a film is like a seven-hundred-
layer layer cake.” と語ったという（Sammon 52）。「源」のネオンサインの意味
を読み取れる観客は，西洋文化圏に属する観客の中にはほとんどいないと想
定できるが，デザインの美しさや面白さ，異文化の雰囲気を味わうことは可
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能である。そしてほとんどの観客にはわからないながら「源」は映画のテー
マを一文字で表現しつつそこに在る。そのことに気づく観客にとってその場
面の持つ意味は一気に深みを帯びるが，気づかない観客もその場面を自分な
りに楽しめないわけではない。
BR 2049 における PF の引用は，BR における「源」よりはるかにわかりや
すい形でなされている。既に PF を読んでいる観客には，それによってプロッ
トのいくつかに関して予想のつく部分があるが，予想がどのように実現する
かあるいは裏切られるかを知る楽しみは残る。同時に PF が複数の層となっ
てこの映画に豊かさを加えていることをも体験することになる。BR 2049 は
様々な対象へのオマージュに満ちた映画であるが，Nabokov へのオマージュ
はこの映画に多くの意味をもたらしていると言えるであろう。 
 Notes 
 1） BR には五つのヴァージョンが存在するが，本稿での BR への言及は，2007
年に発売された Final Cut 版に基づいてのものである。他は，試写のため
の Workprint 版 （1982）， 劇 場 公 開 さ れ た US Theatrical Cut 版（1982） と
International Theatrical Cut 版（1982）， 公 開 10 周 年 を 記 念 し て 再 編 集 さ れ
た Director’s Cut 版（1992）である。Final Cut 版は，公開 25 周年を記念して
Director’s Cut 版に再編集を施したもので，矛盾点を解消し，画質や音質を向上
させたものである。また，試写版にあった複数の場面を復活させている。
2） 2048: Nowhere to Run, 2036: Nexus Dawn の 2 篇が監督 Luke Scott，脚本 Hampton 
Fancher, Michael Green により，Blade Runner Black Out 2022 が渡辺信一郎による監
督，脚本により，2017 年 8 月から 9 月にそれぞれ発表された。
3） replicant は，BR において使用された人造人間を表す造語である。BR は Philip 
K. Dick の小説 Do Androids Dream of  an Electric Sheep? （1968）の映画化作品であるが，
小説では一貫して android の用語が使われている。映画タイトルに使われた
blade runner は逃亡レプリカントの殺害を担う Los Angeles 警察の捜査官を指す
が，これも小説では bounty hunter と呼ばれている。用語としての bladerunner は，
Alan E. Nourse の小説 The Bladerunner（1974）に起源を持ち，映画化を企画した
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William Burroughs が映画用の翻案として書いた Blade Runner: A Movie （1979）から
借用権を得て使用したものである（Bukatman 17）。
4） 死後の世界の存在や死後の生は，Nabokov 作品に通底する極めて重要な主題
である。Shade のエピソードからは，臨死体験が死後の世界の存在を証明して
いるという期待が否定され，日常的な常識が勝利したように思える。しかし
PF 内の様々な部分に死後の世界や生についての暗示が見られる。
5） この場面で引用される旧約聖書は New Revised Standard with Apocrypha 版であ
る。
6） ウェブで公開されているシナリオ（Final Shooting Script）にも，ト書きとし
て “The NAME goes through K like an arrow.  Joe? Jo?  His mind fills with doubt and 
hope and doubt again.  Was it all part of  her program? Was she ever real? ” と K の心情が説
明されている（Fancher and Green 100）。Gosling の演技は抑えのきいたもので
あり，ト書きにある内心の動揺を明瞭に示してはいない。ちなみに初めて “Joi”
に話しかけられた時の K の描写として “K looks up to her, eyes full of  longing and 
need.  Sees only the ‘dead leaf  echo’ of  his Joi.  Charmless and generic.“（100）とあるが，
“dead leaf  echo” は，Nabokov の小説 Lolita において主人公が，自分のもとから
失踪し，結婚して妊婦となった 17 歳の Lolita と再会した場面からの引用である。
“She was only the faint violet whiff  and dead leaf  echo of  the nymphet ...”（Lolita, 277）. 
Lolita の主人公はこの場面で重要な認識に至っているが，シナリオでは “Joi” に
そこまでの重要性を与えていない。。 
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